
令和５年度 地域包括支援センター事業実績        

１.設置状況 

名  称 担 当 地 域 運 営 主 体 

島田市第一中学校区 

地域包括支援センター 

島田第一中学校区 

北中学校区 
医療法人社団健祉会 

島田市第二中学校区 

地域包括支援センター 
島田第二中学校区 社会福祉法人島田市社会福祉協議会 

島田市初倉中学校区 

地域包括支援センター 
初倉中学校区 

社会福祉法人島田福祉の杜 
島田市六合中学校区 

地域包括支援センター 
六合中学校区 

島田市金谷中学校区 

地域包括支援センター 
金谷中学校区 社会福祉法人島田市社会福祉協議会 

島田市川根中学校区 

地域包括支援センター 
川根中学校区 ウエルシア介護サービス株式会社 

 

２.地域支援事業 

 (1)包括的支援事業 

①介護予防ケアマネジメント業務（指定介護予防支援事業所分と合わせて計上） 

 要支援認定者及び介護予防・生活支援サービス事業対象者に対する介護予防ケアマネジメント 

 ＊委託先：居宅介護予防支援事業所 市内 33 事業所 市外 36 事業所 

令和５年度の介護予防サービス終了後評価数 1,315 人 

（内訳）状態を維持している 140 人、計画変更 939 人、要介護に移行した 123 人、一般介護

予防事業利用 50 人、死亡・転居 24 人、その他入所等 39 人 

 

 

 

 

島田市全体 各包括 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 

年度 
第一 第二 六合 初倉 金谷 川根 

新規契約者数 308 313 368 449   122 110 40 30 79 68 

介護予防サービス 

計画作成数（件） 
1,689 1,653 1,526 1,555 418 432 145 148 285 127 

内 

訳 

包括分 949 1,020 1,000 895 251 196 69 65 216 98 

委託分 740 633 526 660 167 236 76 83 69 29 

サービス終了後評価数（人） 1,527 1,600 1,319 1,315 354 341 111 125 250 134 

資料２ 



②総合相談支援業務 

相談件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③権利擁護業務 

年度別高齢者虐待にかかる相談取扱件数（養護者による虐待） 

年度 R 元年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 

件 数 17 件 19 件 20 件 32 件 22 件 

令和５年度の状況 

認定 ・虐待を確認または虐待と判断    21件 (前年度からの継続ケースを含む) 

   ・その他（虐待でない・通常支援）  ０件 

事実確認中                           １件   

                       ※21 件の内訳（重複ケースあり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

         島田市全体 各包括 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 

年度 
第一 第二 六合 初倉 金谷 川根 

新規受付件数 2,143 2,069 2,521 2,627 483 649 252 366 582 295 

継続対応 5,001 4,828 5,735 6,369 1,218 1,774 703 823 1,299 552 

合 計 7,144 6,897 8,256 8,996 1,701 2,423 955 1,189 1,881 847 

相談内容 

相談内容 R５年度件数 

介護に関する相談 2,943 

介護・サービス利用 2,044 

健康・医療 1,170 

認知症 518 

権利擁護(成年後見制度等) 244 

消費生活(消費者被害) 43 

高齢者虐待 194 

介護者の離職防止 3 

生活費・金銭管理 278 

家族 110 

サービス等の苦情 50 

住居 193 

高齢者以外の相談 116 

その他 1,090 

合計 8,996 

 

種別 身体的虐待 放棄・放任 心理的虐待 性的虐待 経済的虐待 その他 合計 

件数※ ９件 11件 ６件 ０件 ２件 ０件 28件 



④包括的・継続的マネジメント支援業務 

介護支援専門員に対する個別支援 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

ケースの相談 1,429 件 1,563 件 1,452 件 1,574 件 

困難事例（再） 595 件 679 件 770 件 632 件 

プランケアマネジメント指導 446 件 460 件 238 件 321 件 

 

○島田市主任介護支援専門員連絡会：３回 

○事例研究会：３回、延べ 128 人参加 

○介護支援専門員研修 ２回 

９月 「課題整理総括表の活用法を学び、明日からのケアマネ業務に活かしていこう」 

  講師 静岡県地域包括ケアシステム推進アドバイザー 松川 竜也先生 

 ３月 「適切なケアマネジメント手法を学ぼう 第 2弾！」 

      －アセスメント力をさらに高め、日々の業務にいかしていこう〔応用編〕― 

           講師 国際医療福祉大学大学院 教授 石山麗子先生 

 

(2)多職種協働による地域包括支援ネットワークの構築 

①地域ケア会議の開催 

地域課題の検討 16 回  

第一 

回数 ３回 

テーマ 

・民生委員と包括の連携強化について（２回） 

・伊太地区の地域活動について（通所 Bの可能性含む） 

 

第二 

回数 ５回 

テーマ 

・地域の独居高齢者の見守り体制について（２回） 

・地域の独居高齢者の見守りおよび居場所づくりについて 

・元島田町徘徊高齢者見守りネットワークの構築について 

・第二中学校区のしまトレ運営団体の状況共有および意見交換 

 

六合 
回数 ０回 

 

初倉 

回数 １回 

・認知症カフェ開催について（名称 はつくらカフェ） 

 

金谷 

回数 ３回 

テーマ 

・通所介護 地域開放に伴う北支所しまトレの実施について 

・金谷地区の認知症カフェ実施について 

・金谷南町の居場所継続・活性化について 

 

川根 

回数 ４回 

・令和５年度 第 1回川根地域医療・介護多職種連携連絡会 

・『川根地区の移動支援者の現状・課題・今後の方向性』～市の担当課と地域のケアマ

ネジャーによる意見交換・政策形成へ向けた提言～ 

・「川根地区 深刻化するケアマネジャー不足の現状と未来予想」～競争を越え共想か



ら共創へむけて～ 

・認知症カフェの新設にあたって地域企業、既存の認知症カフェ、介護施設職員を交

えた地域連携について～認知症カフェ新設とマジックショーから生まれる地域の笑顔

～ 

 

 

個別ケースの検討 28 回 

第一 

回数 ８回 

・警察署の継続相談になっているケースの支援者間の情報共有と精神科病院に入院し

ている長女と本人の今後の生活について 

・本人・長男の希望する在宅生活を過ごすには 

・徘徊や暴力がみられる高齢者やその家族にとっての、望ましい生活について 

・今後の生活について（住まい・成年後見人申し立て等） 

・入所施設・入所場所について本人の意向を共有して施設の選択をしていく（意思決

定支援） 

・緊急時の対応方法について（K.Y 様） 

・ご本人の今後の生活と家族間の調整と役割分担 

・自宅以外の居住先について 

 

第二 

回数 ９回 

・本人の状態に応じたサービス利用の見直し 

・支援体制を整えて本人が必要なサービスを受けられるようにしていく 

・身寄りのない独居高齢者の支援について 

・対象となる訪問介護の生活支援の回数の検証 

・アルコール治療へつなぐための課題整理 

・支援者間で本人の状態を把握し、状態に応じた支援に繋げていく 

・服部病院への入院に向けた準備 

・情報共有および本人の主訴整理 

・介護保険の結果を踏まえた今後の支援について 

 

六合 

回数 ２回 

・介護力が不足している世帯であるため、本人が安全に生活する環境を整える 

・大〇知〇子様後見人選定のため 

 

初倉 

回数 ３回 

・本人と息子の収支状況を共有し、2 人が経済的に自立して生活できるよう支援体制

作りの検討 

・認知症高齢者夫婦の状況と今後の生活方向を地域で共有する 

・独居高齢者の現状を親族に伝え、今後の生活について関係者で検討、共有を行う 

 

金谷 

回数 ４回 

・本人の退院後の支援と一かの支援について 

・これまで親族との関わりが薄かった独り暮らし高齢者の支援について 

・精神疾患がある長男と同居している高齢者の支援について（S.K 様） 

・第 1回会議後の関係機関の関り確認及び本人と一家の支援について 

 

川根 

回数 ２回 

・M家 パーキンソン病の夫、認知症・肺癌 stage2 の高齢者夫婦世帯の生活を地域で

支えていくために～家庭内の状況変化の確認と今後の方向性、遂行策の検討～ 

・介護サービス利用料自己負担分の滞納が続く S 家に対するケアチームの関わり方に

ついて 



 


